


































































































写真5 織物の家の内部 ・絵織物の展示室 写真6 織物の家の内部 ・絵織物の展示室
写真7 絵織物と装飾のある長持ち 写真8 中世の染料店










ザイナー ・及びテキスタイ ル ・アーチストが登場したのもこの頃である。
なお，現代のノルウエーの染織は，ナチズムに対する抵抗として，モニュメン トのような大き















































で，レベルが高く， フィンランドは，・明るく ，モダンであ り， デンマークは，独得な繊細さ と，
洗練された感覚を持っているといえるような気がする。
このセンターで，4ヶ国のクラフトを比較しながら，次々巡回する国々への期待に胸を躍ら
せ，この後スト ック〆ドルムへ向うため駅へと急いだのであるが，夕闇迫ま るオスロの 7月の空
は， 何に例えよ うもないほどに美しかった。 私はこの空を見て，ノルウエーのテキスタイル・
アー トの素晴しさの根源をっき止めた思いがした。
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写真18 ハンデイ・ クラフ ト協会の内部 写真19 色彩豊富な織物用糸











図7 整経台 図8 糸巻き
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“KULTUR HUSET”より出されているハンデイ・クラフト集より，美しい刺繍を 2点紹介しよ う。












写真25 染色風景 写真26 作品
写真27 作品 写真28 版の模様
マ記？，






























写真 29 製作中のはた織り機 写真30 完成した作品
また，ヘルシンキには， 世界に名の知られるプリントメ ーカー，マリメ ッコ社がある。マリ
の野良着と称するだけあって，素朴で健康的なプリントを生産し，流行にとらわれる ことなく，









写真31 ウインドウのプリン ト生地 写真32 ウインドウの服類
写真33 店内のデモンス トレーション 写真34 プリントされた縫と布の小物
フィ ンラン ドは， 建築技術に於ても世界にその名を誇っているが， 言う までも なく建築とテ
キスタイルは深いつながりを持つ。 住空聞があって，そ こへインテリアとしてのテキスタイ ル
をどのようにデザインするかということは，デザイナーにとって重要な仕事である。
本年7月，札幌市に於て北方圏センターの主催により可ヒ駄のイ ンテリ アH と題した国際シ
ンポジュウムが開催された。そのと き，私も責任者と して一つの部分を担当 したが，その折に，
各国から，5名のテキスタ イル ・デザイ ナーとアーチス トが参加した。そのひとりフィ ンランド
のスティーナ・トイビオさんが，彼女の国も北海道と同じく春になると，一挙に花が咲く， その自
然環境が作品に大きく反映し， また，地理的にも他の固と遠く， 言語も異る ことが，かえって外国
のファッショ ンやデザイ ンの傾向から影響されず， 自由に自分達のものを創作できたといい
つま りヨー ロッパの伝統に束縛されなかったと語っていたのが非常に納得のいく発言であった。































































ユウムで，この国のデザイナー， トー リル ルード・ガルソイさんが語っていたが，私も日本の
最近の様子を考えても，こうした対応策は，非常に建設的で、大切なことであると思うのである。
デザイナーや作家が安心して仕事の出来る環境こそ良い作品のできる基盤であるのだから。
206 戸坂：スカンジナピア各国のテキスタイル・アートに関する報告
四おわりに
私は，スカンジナピアで何時が，一番良い時期かと質問すると今日が最高という返事が戻っ
て来るといわれているイチゴの最盛期， 7月の後半に旅をした。しかも15日間という短い日
数で幅広く巡回した。そのため，まだまだこの国々について未知のことが沢山あるしまた，冬
の厳しさに関しては何ひとつ知らなしユ。この国々の素晴しい所のみを見て，満足し，感心して
帰ってきたのではないかと思う。
帰国後，錯覚を起さないようにと自分にいい聞かせつつ，集めてきた膨大な資料の整理に取
組んだ。しかしその殆どが，各々の国の母国語で記されていて，英語になおし，また日本語へ
と訳す作業には多くの時聞が必要であって， まだ充分に完成していない。また，調べれば，調
べる程興味と関心が強くなって，まだまだ時聞を充分かけて追求したい。
そんな訳でこのリポートも，紙面の制約と共に，各国のテキスタイル・アートの概略より述
べることができなかった。しかし何故このように，スカンジナピアに於て，不滅のテキスタイ
ル・アートが育っているかということに一つの結論を出すならば，私は次のように考えるので
ある。
つまり，スカンジナピアの人々は誰もが，幸せな生活を営む為に自分達の暮しを愛し，その
上で長い歴史の上に立つ伝統を重んじ，更に新しい時代の息吹きを尊重しつ、 ，次代へのバト
ンタッチに努力を惜しまないという確固とした姿勢が，彼等の根底に流れているからこそであ
ると思うのである。
とかし流行に敏感になりすぎ，商業ペースに押し流され勝ちな最近の風潮の中に身を置く
私達日本人も，決して他の国に負けないような，むしろ世界に誇れる伝統芸術を数々持ち合せ
ているのである。（例えば染織関係についてのみ挙げても，友禅・藍染・型染・しぼり染・ 日本
刺繍 ・西陣織・耕……等々）
ただ，歴史の浅い北海道には，まだそれらがしっかりと根を下してはいないにすぎない，私
はスカンジナピアを訪れて，私達もこの北海道に根づいたテキスタイル・アートの下地を築か
なければならないと痛感したのである。そしてこのことは少なくとも教育の場でテキスタイル
・アートを指導する者のひとりとしてこれからの大きな課題でもあり，大切な任務であると考
えるのである。
今回は，最初に立寄ったフランスについては，述べる機会を持たなかったが，またいづれか
の折に報告したいと思う。
なお，いつの日か再び訪れる機会があれば，今度は冬の厳しい時を選んでその暮しぶりを観
察して来たいものとその日を楽しみにしている。
最後に，海外研修の機会を与えて下さった浅井学園・北海道女子短期大学に対して，心から
感謝の意を表し，またこの研修を元にして得ることのできた多くの知識と体験を今後の学生指
導に充分生かすことをお約束して，このリポートを終らせていただく 。 (1982・9・13)
